加速する限界挑戦型スポーツ by 後藤 新弥
1. はじめに
限界挑戦型スポーツという用語はまだ定着して
いないが, ここでは 24時間走り通す ｢ウルトラ
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要 約
100 kmを超えるウルトラマラソンや, 山を駆け抜けるトレイルランニング, 海を 10 km以上も泳ぐオーシャ
ンスイム (遠泳) など, 限界に挑む過酷なスポーツが, 一般市民の間で急激に成長し始めている｡ 自ら逆境を創
造し, それらに挑むことを楽しんでいる新しい領域のスポーツの実態を調査し, どのような人たちが, どのよう
に楽しみ, あるいは苦しんでいるのかの ｢見える化｣ を試みた｡ 基礎調査の段階ではあるが, 平均年齢 40歳,
部活の経験もなく, スポーツも苦手だった人が約 4割｡ プロのいない世界で, ごくふつうの市民が, 自分たち自
身で新しいスポーツ宇宙を開拓している様子を垣間見ることができた｡



















日本人に “市民マラソン” を啓蒙し, 後現在もこ
の領域を代表するレースとして著名なハワイ・ホ
ノルルマラソンの日本人参加者の推移を調べると,
最初に日本人 120人が参加した 1977年第 5回大
会 (日本人以外は 3,380人) から, 1995年第 23
回大会には日本人が 21,717 人 (日本人以外は
12,717人) とピークに達したものの, 現在 (2010
年第 38回大会) は日本人が 13,490人 (日本人以










































図 3 ハセツネ杯参加者の推移図 2 神宮 24時間参加者の推移
大会回数 (2006年～2011年)







時間チャレンジ｣ は, 第 6回の 2011年には第一
回の 13人の 5倍, 80人にふくれあがった (図 2)｡
またトレイルランニングの日本最高峰レース
｢ハセツネ杯｣ の場合は, 1993年の第一回大会の
参加者が 803人だったのに対し, 第 19回の 2011






































ため, タイム (結果) 偏重主義という枠の中にい























すなわち, レース中に現れる “困難” と, それを
“乗り越える” ことが大きな要素となるスポーツ
だ｡ むろん, 変化に対応するには技術, 体力も必
要だが, 結局は自己コントロールの能力がものを
いうことになり, 単に ｢走るのが速い｣ 若い世代





波や水温変化に対する ｢判断力｣ と, それに自分











































































★部活経験の ｢玄人｣ は 3割弱しかいない
★メタボなどに悩んでいたから, が動機の人が
4割も











































































は 85人の参加だった｡ 日本で 24時間以上を連
続走行できるのは実質的に 120人前後といわれ
ており, 調査対象とした各種レースは, 遠泳の





























｢市民スポーツ 先端領域｣ の実態調査 (アンケート用紙例)
①年齢 歳 ②性別 1) 男性 2) 女性 ③このスポーツ歴 年
④学校時代 (小, 中) スポーツはどちらかといえば 1) 得意 2) 不得意
⑤タイプとしてはどちらでしたか 1) 短距離系 2) 長距離系
⑦部活でこのスポーツを経験したことが 1) ある 2) ない
⑨このようなスポーツを始めた ｢背景的な要因｣ について心当たりがあれば (いくつでも)
a ) メタボ, 体調不良 b ) 大きな病気や怪我 c ) 部活などに ｢思い残し｣ が d ) 出産
e ) その他 (例：日常からの脱却)
⑩家族とのつながりが 1) 深くなった 2) 変わらない 3) 疎遠になった
⑪仕事 (学業) の能率や成果が 1) 増した 2) 変わらない 3) 落ちた
⑫このスポーツによる怪我や故障は？ 1) 経験した 2) 今もある 3) ほとんどない
⑬では, 客観的に見て心の健康度, 精神的な変化は？ (いくつでも)
a ) 物事に前向きに取り組む, 状況変化にタフになった b ) 変わらない
c ) 疲労でイライラが多くなるなど, 時にはマイナス面も d ) 人生をプラスの局面から感じることができ
るようになった e ) その他
⑭週平均で何時間 練習またはスポーツライフにあてていますか 時間
⑮一月あたり, スポーツライフ (全体) にかけている費用 (平均値) 万円
⑯ご家族も同じスポーツを？ 1) やっている 2) やっていない
⑰客観的に見ても, 体力, 精神力, 環境設定などの難度が高いスポーツです｡ そのことがご自身にとって逆に
励みや誇り, やりがいに 1) なる 2) なることもある 3) 無関係
⑱日常 ｢もう辞めよう｣ と感じることは 1) ある 2) ないことはない 3) 全くない
⑳以下のような見解について, どうお感じになりますか
＊こうしたスポーツでは目標の設定をすることが大切である｡ つまり ｢自分を知る力｣ が鍵になる｡
1) 同感 2) 何とも言えない 3) 賛成できない
女性にお聞きします
男性に勝つ, 抜く快感は, このスポーツを続ける要素に？ 1) なる 2) 無関係
出産は女性を強くする, という意見に 1) 賛成 2) 賛成以外


















年長が 75歳, 最年少が 11歳 (いすれも遠泳レー
ス) と非常に幅が広く, この主軸となっている
のは中年の社会人であることが明確になった｡













＊他の 2競技に比べ, 遠泳はその層が幅広く, 09
年湘南, 10年鎌倉などのイベントをみても全
体の最年長者が参加しており, 一方で 14歳か







＊裏を返せば, 水泳連盟の ｢強化と普及｣ の両輪
への努力が実を結んでいるということであり,
またソウル五輪金メダリストの鈴木大地氏らに

































10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
男性 女性
スポーツであり (最年長は最も若い 53歳), 同時






























参加 58人 うち女子 15人 (25.9％)
湘南遠泳 3 km＋10 km
参加 1,115人 うち女子 250人 (22.4％)
09神宮 24全体
完走 105人 うち女子 22人 (21.0％)
参考
流山ロード全体
完走 1,710人 うち女子 292人 (17.1％)
山岳 24時間選手権





＊男女の平均では男子が 40.9歳, 女子が 39.1歳








対し, 回答の総合平均は約 6年｡ ただ ｢今回が
初めて｡ スポーツ歴 0年｣ と回答する人もかな
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平 均 最年長 最年少
山岳ラン 41.2 59 27
湘南遠泳 41.6 75 14
09神宮 43.6 62 21
MTB 36.6 53 11
10鎌倉 43.1 67 27
ひたちなか 38.6 62 11


































































































性の場合が 39.3％, 女性が 30.8％だった (この
項, 09年のMTBを除く 3大会からの集計)｡
種目別で特に目立ったのは, 長距離の ｢09


































＊ただ, 体験的に, 多くの人が ｢この逆はなかな
か難しい｣ と感じている｡
部活経験の ｢玄人｣ は 4割弱しかいない
設問⑦ 部活の経験がない ｢素人 (？)｣ が 7
割もいる
＊高難度のスポーツだけに, 全くの ｢素人｣ には
トレーニング方法などが手探りとなり, チャレ
ンジには躊躇があるはずだが, その種目の部活


















もう一度 ｢真剣に｣ 何かをやってみたい, 挑戦
したいという気持ちが動機となっているようだ｡
メタボに悩んでいた人が 4割も


















りで, 約 3割の人が ｢体調の悪化｣ ｢太ってしまっ
たから｣ という回答を寄せている｡ 体調の悪化に
関しては, 直接の聞き取り調査で ｢仕事でつい食
べ過ぎ, 飲み過ぎが原因で, 体重も増えて｣ とい
う内容がほとんどだった｡ これは男女ともほぼ同

















































































また ｢変わらない｣ (いわば ｢変わらないよう























































湘南遠泳 10 km  平均 6.3時間
神宮 24時間 平均 10.3時間
MTB  平均 8.3時間
鎌倉遠泳  平均 3.9時間
ひたちなか自転車平均 9.3時間































行形が 8％, なしが 51％という結果だった｡ 現





























































う設問だったが, ｢ある｣ と答えた人が 10.3％,








でまよう人も多いようすで, ｢ある｣ が 14.58％
(男子 9.09％), ｢少しはある｣ が 35.46％ (男子























































を判断し, 現実的で, なおかつ自分自身が ｢達
成感｣ を感じる目標を設定をすることが大切で













































＊ストレートな質問だが, ｢なる｣ が 35.3％に達
した｡
特に神宮 24時間レース (09年) では女子の





























































を進めることで, ｢なぜ｣ にメスを入れ続け, 最



















































総合09～10 6種目集計 個数 平均 1( a ) ％ 2( b ) ％ 3( c ) ％ ( d ) ％ ( e ) ％
設問 設問内容 総合
1 年齢 歳 281 40.7
2 性別 1)男性 2)女性 281 1.2 2.25 80.1 56 19.9
3 このスポーツ歴何年 (0の回答は 0.1に修正) 279 6.4
4 学校時代スポーツが 1)得意 2)不得意 269 1.4 169 62.8 100 37.2
5 強いていえば 1)短距離系 2)長距離系だった 265 1.6 106 40.0 159 60.0
6 スイミング教室に通ったことが 1)ある 2)ない 55 1.4 34 61.8 21 38.2
7 この競技の部活の経験が 1)ある 2)ない 212 1.7 56 26.4 156 73.6
8 きっかけは 1)ジム仲間などに誘われて 2)その他 209 1.7 93 44.5 88 42.1
9 スポーツを始めた背景的な要因 a～ e (複数併記) 254 95 37.4 18 7.1 36 14.2 4 1.6 123 48.4
10 家族との関係 1)深くなった 2)不変 3)疎遠に 279 1.8 74 26.5 185 66.3 19 6.8
11 仕事の成果が 1)上がった 2)不変 3)落ちた 280 1.7 100 35.7 162 57.9 18 6.4
12 故障怪我を 1)経験した 2)今も 3)ない 271 2.1 110 40.6 22 8.1 137 50.6
13 心の健康度, 精神的な変化は a～ e (複数併記) 264 187 70.8 43 16.3 15 5.7 93 35.2 33 12.5
14 週平均で何時間 (練習を含めて) 273 8.3
15 一月あたり, スポーツライフに何万円かける 270 2.3
16 家族も同じスポーツを 1)やる 2)やらない 210 1.8 39 18.6 171 81.4
17 高難度が励みに 1)なる 2)こともある 3)無関係 260 1.4 169 65.0 82 31.5 9 3.5
18 辞めたいと感じることが 1)ある 2)少し 3)ない 213 2.6 22 10.3 47 22.1 144 67.6
19 今回の目標は？ レベル 1～4 (上位＝初心者) 268 3.0 32 11.9 52 19.4 78 29.1 106 39.6
20 目標設定が鍵 1)同感 2)何とも言えない 3)反対 188 1.4 121 64.4 59 31.4 8 4.3
21 男性に勝つ快感は励みに 1)なる 2)無関係 51 1.6 18 35.3 33 64.7
22 出産で強くなるに 1)賛成 2)賛成以外 44 1.4 28 63.6 16 36.4






































だが, それを現在は ｢町のアスリート｣ たちが,
スマートフォンだけで自在に使いこなすようになっ
た｡
それによって ｢自分で自分を強化する｣ ｢分析
する｣ ｢フィードバックする｣ ことが可能になり,
また興味を増すことから, 初心者レベルではいわ
ゆる ｢三日坊主｣ を半減させる効果がうかがえる｡
限界挑戦型スポーツにおいては, こうした自己分
析が, もっとも重要で特徴的な要素 ｢自己コント
ロール｣ に直結することから, さらに大きな加速
要因となっていることは間違いない｡ これに関し
ては 2011年夏以降のフィールドワークによって
ある程度の傾向をつかんだが, 目下詳細を分析中
である｡
男性よりもむしろ女性の方がスマートフォンの
機能を活用しているという社会現象からみると,
この領域の浸透と女性参加はすます加速していく
と思われる｡
またその時こそ, 社会がこうした先端領域のス
ポーツをさらに受け入れ, 認知し, いずれはトレ
イルランニングやウルトラマラソンが五輪競技な
どに採用される日となるだろう｡
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